
苫小牧市　苫小牧港西港区から苫小牧市街地と樽前山



　中小企業が行う技術開発や技術の活用研究等に要する経費の助成など、
地域の高度技術の研究開発に寄与する事業を実施します。

①షୁᓷ˅షᔩܧ៪ႪفଙҢർ
　中小企業の技術開発・生産技術の促進を図るため、新技術・新製品等の開発、試作品の
製造及び生産工程の合理化・高度化等に要する経費の一部を助成

対象事業
・産業化への応用が可能な技術開発事業
　・市場化が可能な製品開発事業
　・生産設備の高度化、生産工程の合理化を図る事業

対象経費
　原材料費、副資材費、機械装置費、備品費、
　外注加工費、技術指導費、委託費、分析依頼費、
　デザイン開発費、その他経費

②ୁᓷ៪ႪǈᏦፈଙفଙҢർ

対象事業
　・産業化への応用等の研究開発事業
　・市場化への可能性等の製品開発事業

対象経費
　原材料費、副資材費、機械装置費、備品費、
　外注加工費、技術指導費、委託費、分析依頼費、
　デザイン開発費、その他経費

　中小企業の技術開発の促進を図るため、新技術・新製品等の研究開発を行う上で、課題
解決に必要な試作完了までの基礎調査、情報収集及び開発検討に要する経費の一部を助成



～助成事業（研究開発の支援及び製品開発の支援）の流れ～～助成事業（研究開発の支援及び製品開発の支援）の流れ～

http://dohgi.tomakomai.or.jp

dohgi@ains.tomakomai.or.jp

■ホームページ

■ メ 　 ー 　 ル

１）   申請書の提出期限は、１．研究開発の支援（Ｐ２）、２．製品開発の支援（Ｐ３）を
       ５月29日（金）17時必着とし 、その他の事業は、お問い合わせください。

２）   実施要綱、申請書などは、（公財）道央産業振興財団のホームページから
 　　ダウンロードしてください。

《助成事業 (P2.P3) の申請書提出期限等について 》

事業実施
事業完了
（～２月末）

６月中旬

プレゼン
採択可否
決　　定

３月上旬

事業完了
報　　告

３月中旬

実　　地
検　　査

３月下旬

助 成 額 の
確定・交付

５月29日

申 請 書
提出期限

　地域技術の応用や地域資源を活用した製品開発に要する費用の助成など、地域にお
ける製品開発を支援する事業を実施します。

①製品開発助成事業
　地域の企業等が有する技術の応用による製品化及び商品化を行うため、商品開発、情報
収集、販路拡大などの事業を行う中小企業に対し、製品開発に要する経費の一部を助成

②地域資源活用助成事業
　地域の農産物等の資源を活用した製品・商品開発等の促進を図るため、付加価値の高い
製品・商品開発を行う中小企業等に対し、製品開発に要する経費の一部を助成
対象事業
　・地域の資源を活用した新製品、新商品の開発
※農・畜産・林産・水産・地下資源を活用した事業

対象経費
　原材料費、副資材費、機械装置費、備品費、外注加工費、
　技術指導費、委託費、デザイン開発費、消耗品費他

対象事業
・産業化への応用等の開発事業
　・市場化への可能性等の製品事業
対象経費
原材料費、副資材費、機械装置費、備品費、外注加工費、
技術指導費、委託費、分析依頼費、情報収集費、

　デザイン開発費、消耗品費他

製品・商品開発を行う中小企業等に対し、製品開発に要する経費の一部を助成製品・商品開発を行う中小企業等に対し、製品開発に要する経費の一部を助成



　中小企業や団体等が地域の産業活性化のために行う研究活動や交流活動への参画・
費用助成など、地域産業の活性化に寄与する事業を実施します。

①ǌǂ͐ƩǤ˅ᙇർఇ௃Ңർ

●苫小牧発明研究会

2025年７月５日（土）
◉場所：苫小牧オートリゾートアルテン
2025年７月５日（土）
◉場所：苫小牧オートリゾートアルテン

　苫小牧発明研究会は、自然エネルギーや自然環境の大切さ、ものづくりの世界を広く伝えるこ
とを目的に「自然と遊ぼう！エコ遊び！」を実施しました。
　参加した子供たちは、イタドリの水鉄砲づくりや小枝を使った木工づくり、手回し発電機でシャ
ボン玉遊びなどを体験し、作り上げたもので元気よく笑顔で楽しんでいました。

　地域の人材と技術を繋ぐネットワークによるものづくり等の研修・研究活動、ものづくり
に関わる人材を育てる活動の支援、地域産業関連の起業への支援のほか、
講演事業等を実施する団体等に対し、事業に要する経費の一部を助成

ଙҢർفプȽȈǶǾȘᇥܧ࿅ၐ߼ߓ②
対象事業
・地域資源を活用した特産品等の商品化事業、地域の
　　産業おこし、ものづくりプロジェクト
　  （大学・公設試験研究機関等との連携事業）
対象経費
　会場費、原材料費、技術指導費等

ଙˋҢˋർˋଙˋೢˋҢˋԌˋفଙˋҢˋർˋଙˋೢˋҢˋԌˋف

対象事業
　・地域産業関連の起業や地域産業の活性化を目的とする研修・
　　講演等の事業（大学・公設試験研究機関等との連携事業）
対象経費
　会場費、講師の招聘経費、印刷費等



●ビジネスＥＸＰＯ　2025●ビジネスＥＸＰＯ　2025

　経営に関する指導助言、販路拡大の取組に対する費用助成など、中小企業の経営
基盤の安定化、新事業創出等を支援する事業を実施します。

道内の中小企業の販路拡大、技術力向上等を目的とし新たなビジネスチャンスの創出を目指した
北海道最大級の展示会で、2日間で約21,600人の来場者がありました。
　㈱岡田建具製作所、フードテクノエンジニアリング㈱及び ㈱JPCの３社が当財団の支援を受けて
出展しました。
開 催 日
開催場所

 ◉
 ◉

：2025年 11月６日（木）・７日（金）
：アクセスサッポロ（札幌市白石区）

　中小企業の経営力の向上、安定を図るため、
人事・労務等の実務に係る情報提供や事業
継続計画の策定などの支援を行っています。
お気軽にお問い合わせください。

　中小企業が販路拡大等を図るため、自ら製作した製品を国内展示会に出展する際の経費の一部
を助成します。出展する場合は、あらかじめ業務部へお問い合わせください。

①ビジネスＥＸＰＯ 2026 への出展
開催時期
　2026年 11月５日（木）・６日（金）
開催場所
　アクセスサッポロ（札幌市白石区）
対象経費
　出展小間料を助成します。

②道外の展示会出展
　道外で開催される展示会に
出展する場合は、30万円を限度
に出展小間料を助成します。

※ 年度内１社１回です。

　　2026年１月28日
　「現場と経営に効く！生成
AIセミナー」を千歳市の千歳
アルカディア・プラザで開催
しました。参加者からは「生
成AIの活かすポイントなど
を体験しながら得られまし
た」との声がありました。

全額助成全額助成
　2026年 11月５日（木）・６日（金）
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〈 研修会場 〉
●北海道職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター北海道）

　　札幌市西区二十四軒４条１丁目４－１
●北海道職業能力開発大学校
　（北海道ポリテクカレッジ）

　　小樽市銭函３丁目 190 番地 
　●苫小牧市テクノセンター
　　苫小牧市字柏原 32 番地の 27
　●トヨタ自動車北海道㈱
　　苫小牧市字勇払 145 番 1

　各種技術研修等の受講料助成や中小企業の技術者育成に要する費用の助成、専門
家による技術支援など、技術者等の育成を支援する事業を実施します。

②工場等社内研修助成事業
対象事業
　・工場等社内で実施する研修
　　対象人員の半数以上が受講する研修
　　講師の招聘経費（交通費、宿泊費、謝金）の10/10
　　以内を助成

①技術者等人材研修助成事業
対象事業
　・大学、企業等における研究・研修機関等で行う研修
　　３日間以上の研修（１企業１名のみ）
　　交通費、宿泊費、研修参加費の10/10以内を助成

　※ 中小企業大学校旭川校で行う３日間以上の研修も対象となります。

　中小企業等が従業員の技術及び知識の習得に必要な研修等の受講料を助成します。

　地域内の中小企業や研究者が人材育成及び技術習得のため、道内外の研究・研修機関で実
施する研修会等への派遣、工場等における社内研修に対し、その経費の一部を助成します。

技術研修助成事業 ( 能力開発セミナーの受講料助成 )
対象事業
・生産現場の実技研修（機械保全、ＰＬＣ制御等）
　独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構主催の
　下記研修会場等で行う能力開発セミナー
　（１事業所が同一年度内に受講できる人数に上限があります）

主な研修会場の様子

ἚἺἑ自動車҅ෙ道Ὅỉ
ἍἱἜὊỊɟᢿя঺ỆễụộẴ



３）専門家派遣助成事業３）専門家派遣助成事業
　中小企業が経営革新または経営課題の解決、生産技術の課題の解決などを図るため、
必要な専門的知識と実務経験を有する専門家から指導、助言等を受けるために要する経
費の一部を助成します。

　ものづくり基盤技術の高度化を図るため、技術相談・助言・技術開発及び製品化等のコー
ディネート活動、技術力・生産性向上の支援や各種補助制度の紹介、申請支援等を行います。

対象事業
・経営及び技術上の課題解決を図るため専門家の指導
　　及び助言を受けるために行う事業

　専門家の技術指導料・交通費・宿泊費の10/10以内を助成

〈 主な活動内容 〉
・技術相談及び助言等の支援活動　　　　・産業支援機関等との連携活動
　・産学官情報交流等の活動　　　　　　　・国等のものづくり事業等への支援活動

 ㈲プロセスグループ夢民舎
住　所　勇払郡安平町早来大町141番地
電　話　（0145）26ー2355
U R L　  https://www.muminsha.com

　安平町にワイン醸造所が開設されることから、チーズに組み
合わせる新規素材としてワイン及びその搾りかすを用い、地産
地消と当社のチーズ開発で蓄積してきた製造技術などを活用し
た新たな商品開発に繋がる事業に取り組みました。
　ワイン醸造工程で出るブドウの搾りかすを用いたチーズは、
ワインとチーズ両方の魅力を融合させ、ワインの風味がしっか
りと染み込んだ特徴的な味わいを有するものを目指しました。
　様々なタイプのチーズ（フレッシュ、セミハード、白カビ、
青カビ）で試作し、官能評価で検討を行ったところ「ブルーチー
ズ」が見た目、食感、風味において商品化の可能性があること

に至りました。今後の研究では、
搾りかす回収時の衛生面での対
策や酵母による異常発酵対策、
搾りかす・ワインの適量と熟成
期間などの検討課題があるとし
ています。

2024 年度
製品開発助成事業の成果事例
2024年度
製品開発助成事業の成果事例

チーズの試作品チーズの試作品

ブルーチーズの搾りかす漬けブルーチーズの搾りかす漬け



千 歳 市

恵 庭 市

安 平 市

苫小牧市

苫小牧市

苫小牧市

３社

６社

　　合計　　88名

２社

★  新技術・新製品開発助成事業
事　　　　　　業　　　　　　名

事　　　　　　業　　　　　　名

事　業　者

★  技術開発の芽育成助成事業

★  製品開発助成事業

燃料電池向けカーボンセパレータを量産可能とするプレス
成形時の装置開発

地域内新商品開発体制の確立

米国輸出用しょうゆラベルのデザイン開発および製作

ビジネスEXPOへの出展（札幌市）

技術研修助成事業

技術人材研修助成事業

スーパーマーケット・トレードショーへの出展（千葉市）

自然と遊ぼう！エコ遊び！・発明＆デザイン　地域宝おこし

安平町誘致企業会「経済セミナー」～北海道の明日を創る～

自社で発生している発砲スチロール廃材を用いたリサイクル
製品の開発

㈱FJコンポジット

2019 2020 2021 2022 2023 2024

★  ひとづくり・起業支援事業

※事業別助成件数の推移※事業別助成件数の推移

★  市場拡大等助成事業

新技術・新製品開発助成事業
技術開発の芽育成助成事業
製品開発助成事業
地域資源活用助成事業
地域ものづくり助成事業（2023年度より上記事業に統合）
ひとづくり・起業支援事業
地域特産品プロジェクト等助成事業
市場拡大等助成事業
技術研修助成事業　（受講者数）
技術人材研修助成事業
専門家派遣助成事業

4
4
1
1
1
2
1
14
131
1

4
4
1

1
1
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23

3
1

1

10
46
2

4
4
1

2

9
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2
1

4
3

2

9
111
5

4
2
1

2

12
93
3
1

2025
1
2
1

2

9
88
2

★  技術者等育成事業

苫小牧発明研究会

安平町誘致企業会

㈱岡田建具製作所 

岩倉化学工業㈱

㈱JPC　他
㈱肉の山本　他

受講者

トラスト・セキュリティ㈱　他

（年度／件数）



　当財団の「2024年度新技術・新製品開発助成事
業」において、(株)ハイテックシステムが実施し
た「リアルタイムで寒冷地における水位を監視
するクラウドシステムの開発」について、担当さ
れた酒井裕司さんにお話を伺いました。

◇御社の業務について御紹介ください
　「ハカル、ウゴカス、トトノエル、ツナグ」を
キャッチフレーズとして、計測・監視・制御の技
術を主軸に、ダムや水力発電所などにおける、さ
まざまな電気設備を提供しています。
　当社の強みは、設計から製作、施工までを一貫
して自社で行い、ハードウェアからソフトウェ
アまでシステム一式を提供できることです。
「ないモノはつくる」が基本姿勢。近頃は、これま

での経験とノウハウをもとに農業や漁業など第一
次産業分野のシステム開発も手掛けています。
　また、無線通信
技術であるLPWA
(Low Power Wide
A r e a )に注目し、
IoTを実現するク
ラウドサービス
も提供し始めま
した。

◇リアルタイムで水位を監視するクラウドシス
テムの開発を目指した理由を教えてください
　北海道には約2千か所のため池が存在してい
ます。そのうち約30%が山間部やインターネット
環境が不十分な地域にあるため、多くの水位管
理は、現地における目視確認で行われています。
離れた場所に点在するため池等の水利施設やそ
の他水位管理を要する場所（以下、「管理対象」と
いう）を巡回して水位の確認をすることは、多大
な労力と費用がかかります。

さらには、「カメラで監視する方式では、管理者
が常時映像を気にしていなければいけない」、
「水位センサーで監視する方式では、北海道の寒
冷地対応になっていないものがあり、対応した
ものは非常に高価であること」など、道内での利
用ニーズを満たす使いやすくリーズナブルなも
のが存在しないことが分ったからです。

◇本技術開発の成果を教えてください
　本事業を通じて、管理対象に設置する水位セ
ンサーとデータをクラウドサーバーへ中継する
装置など、5項目（① Wi-Fi HaLow、Sigfox、LoRa
など設置環境に適した親子間無線通信方式の検
証、② リーズナブルな水位センサーの選定、③ 
水位センサークラウドサーバーへデーターを中
継する装置の開発、
④ 複数の貯水池の
一括管理を実現する
クラウドシステム、
⑤ソーラー電源によ
る自律稼働）につい
て実現するシステム
を構築しました。

◇今後の予定・展望などを聞かせてください
　本システムを導入することで、① 監視コスト
の削減、② リアルタイム監視の実現、③継続的
なデータの分析、④ 安全性の向上など、事業効
果や効率化を図ることができます。
　道内での本システム導入が見込まれる管理対
象は、少なくとも道内のため池全体の約10%に当
たる2百か所と見込んでいます。加えて、日本全
体のため池数は、約16万か所（うち15万か所が管
理登録）あり、これ以外にも水位管理を必要とす
るか所が見込まれることから、さらに大きな市
場の形成が期待されます。

【事業名：リアルタイムで寒冷地における水位を監視するクラウドシステムの開発】

株ਕӧᅒ ȟイテックシステム
˹会社概要
設　　立
代　　表
住 　 所
電 　 話
業 種
Ｕ Ｒ Ｌ

：1991年（平成３年）２ 月
：代表取締役　酒井 智
：北海道恵庭市戸磯76番地22
：(0123) 32-8141
：電気機械器具製造業
https://www.hitech-system.co.jp

本事業の水位計等の写真

弊社で開発した製品の一例



中野純一
ナカ　  ノ ジュンイチ

荒川聖樹
アラ  カワ セイ     キ

亀 田   　修
カメ  　ダ オサム



苫 小 牧 市 テ ク ノ セ ン タ ー 
　地域企業の技術力向上と工業技術高度化への支援を行っています。

　自動車等駆動系専門メーカーの株式会社ダイナックスは、2025年９月に安平町追分でワイナ
リー（ダイナックス アーロム ワイナリー）を新設しました。

　「アーロム」はハンガリー語で「夢」という
意味で、地域に根ざした世界に誇れるワイン
づくりを目指すとし、ハンガリーで出会った
ブドウ畑の絶景から始まったロマンあふれる
挑戦を同町で新たに展開するワインプロジェ
クトです。チーズ文化が根付くこの地で冷涼

な気候を活かしたブドウ栽培に、ものづくりの精神を込めワインの醸造を行っています。町内の
畑では約2万 9千本の木が育ち、ブドウの収穫も行われました。2026年３月にファーストヴィ
ンテージがリリースされています。

◐

◐

◐
◐
◐
◐

研 究 開 発 支 援

試 験・検 査・証 明

設 備 機 器 の 開 放
技術指導、相談・研修
産 ・ 学 ・ 官 　 交 流
情 報 受 発 信

令和７年度　更新機器

　高速精密切断機・自動埋め込
みプレス機・自動研磨機の３機
器で構成され、金属材料のマク
ロ組織試験、顕微鏡組織観察、
硬さ測定等を実施する際の試料
の調整に使用します。

………

………

………
………
………
………

企業が必要とする新製品、新技術の研究開発を推進するための
技術的支援
企業からの依頼による材料試験、精密測定、非破壊検査の実施
と成績書の発行
設備機器の取扱指導及び利用開放
技術力向上に資するための相談、指導、研修
企業と大学・工業高等専門学校及び公的試験研究機関との連携
工業技術に関する資料、専門図書及び試験・研究・製品の資料
整備と提供

（株）ダイナックスが安平町追分に
　　　　　　　ワイナリーを新設しました

（株）ダイナックスが安平町追分に
　　　　　　　ワイナリーを新設しました

顕 微 鏡 観 察 用 試 料 調 整 シ ス テ ム顕 微 鏡 観 察 用 試 料 調 整 シ ス テ ム

高速精密切断機
試料の切断

自動埋め込みプレス機
試料の樹脂埋め込み

自動研磨機
観察・測定面の研磨



いすゞｴﾝｼﾞﾝ製造
北海道(株)

苫小牧T.S.

㈱日邦ﾊﾞﾙﾌﾞ

大陽日酸北海道㈱

光生ｱﾙﾐ北海道㈱

㈱ﾀﾞｲﾅｯｸｽ

西田鉄工㈱

㈱苫東

ウトナイ湖

千歳・札幌
方面へ

岩見沢方面へ

日高方面へ

新千歳空港へ

太 平 洋

道央自動車道
苫小牧東IC

日高自動車道
沼ノ端東IC
（日高方面へは

降りられません）

室蘭方面へ

北海道開発局苫小牧事務所

道路看板

テクノセンター
看板

ｱｲｼﾝ北海道㈱

日高自動車道
沼ノ端西IC

日高自動車道

苫小牧市中心部へ

㈱Jﾌｧｰﾑ

苫東柏原地区
立地企業看板

コメリ

苫小牧市テクノセンター看板

ＪＲ室蘭本線・千歳線「沼ノ端駅」

（センターまで約7km、車で約15分）

新千歳空港
（センターまで約16km、車で約20分）

苫小牧市テクノセンター看板

235234

23436

36

苫東柏原地区

道央
自動車道

(公財)道央産業振興財団
(苫小牧市テクノセンター内)

苫東ﾌｧｰﾑ㈱

展望台

スズキ納整センター
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